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2012年2月26日主日礼拝メッセージ 

 

聖書箇所：第一コリント1章26~31節 

説教題：弱い者を選ぶ神 

 
１ 何に目を留めるか 
 今日は午後から 2012年度の予算総会が開
かれます。新しい年度は、ここの 1章 27節
を掲げて歩んでいきたいと願っております。 
 なぜこのみことばなのか。おそらくだれも
が感じる疑問であろうと思います。この教会
は2003年の5月に開拓がスタートしました。
まもなくちょうど九年を迎え、十年目の歩み
に入ってまいります。ふり返れば、その間い
ろいろなことがありました。私は、神学校を
出たばかりで何の経験もありませんでした。
そんな未熟な私は何度も失敗し､そのたびに
皆さんに対し大変なご迷惑をおかけしてし
まいました。今思い返すと穴に入りたくなる
くらい恥ずかしいこともたくさんあります。
そんな私は、教会の皆さんに支えていただき、
育てていただいた者であると思わされてお
ります。 
 いろいろなことはありましたが、幸いなこ
とに昨年一月には宗教法人として認められ、
社会的にもきっちりとした土台を据えると
ころまで成長してきました。少しずつ、教会
に加えられていく兄弟姉妹も増えてきまし
た。細かなところではまだまだ課題はありま
すが、おおよそのところでは順調に成長して
きているように見えます。 
 でも私たちはどんな者だったのでしょう
か。目に見えない神を信じていると告白して
いながら、すぐに目に見えるものに心を奪わ
れてしまう。それが私たちです。ですから順
調と思えるときこそ、何度も原点に戻って確

認していきたいと思うのです。 
 

２ この世が求めているもの 
 私たちがまだ信仰を持たなかったとき、ど
んな生き方をしていたでしょうか。パウロが
26 節で挙げているようなものを必死で追い
求めておりました。パウロは三つあげており
ます。 
 一つ目は「知者」とあります。智恵とか、
知性、学力と言ってもいいでしょう。例を挙
げるまでもありません。親たちは子どもの成
績のことで一喜一憂しています。今まさに受
験シーズンで､このことで悩んでいる方もい
ます。 
 二つ目は「権力者」。さまざまな「力」の
ことを広く指すことばです。もっとわかりや
すく言えば「肩書き」です。名刺をいただけ
ば、肩書きのところに真っ先に目が行きます。
有名な人が亡くなると新聞で報道されます。
しかし、私のような者が死んでもニュースに
なりません。確かに世の中は肩書きが力を
持っています。 
 そして三つ目は「高い身分」。家柄とか血
筋、家系のことです。北海道ではあまりない
かもしれませんが、本州ではいまも家柄にこ
だわる方がいると聞きます。例えば、自分の
娘を身分の高い家柄に嫁がせることができ
れば、それは大いに自慢の種になります。 
 この手紙を書いたパウロはどうだったの
でしょう。パウロは小さな時から英才教育を
受け、当時もっとも有名な学者であるガマリ
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エルのもとで学んだと言われます。裕福な家
でなければできません。そればかりではない。
彼はユダ人でありながら、生まれながらの
ローマ市民の権利も持っていました。当時の
人たちから見れば、これ以上もない高い家柄
に生まれたことになる。そして皆さんもパウ
ロの手紙を読んでわかるように､カミソリの
ように切れる頭脳の持ち主。キリスト者にな
るまでは、将来はパリサイ派の指導者になる
だろうと思われていた人です。つまり彼は、
私たちが望むこの世の幸せを全部手にして
いたのでした。 
 

３ 神が求めているもの 
 そのパウロがこう言うのです。27，28節。
「しかし神は、知恵ある者をはずかしめるた
めに、この世の愚かな者を選び､強い者をは
ずかしめるために、この世の弱い者を選ばれ
たのです。また、この世の取るに足りない者
や見下されている者を、神は選ばれました。
すなわち、有るものをない者のようにするた
め、無に等しいものを選ばれたのです。」 
 先ほど、世の中の人たちは三つのものを求
めていると言いました。ところが神はどうか。
その三つを全部をひっくり返していきます。
世の人たちは知恵を求めるけれど、神は愚か
な者を選ばれた。世の人たちは強い力や権力
を求めるけれど、神はこの世の弱い者を選ば
れた。この世は家柄や血筋をことさらに尊ぶ
けれど、神はこの世の取るに足りない者、見
下されているようなものを選んでくださっ
た。 
 仮にパウロが、あまり頭がよくなくて、家
柄も大したことがない、貧しい家の出身で
あったというのならどうでしょう。パウロが
何か言っても説得力はありません。負け惜し

みにしか聞こえないでしょう。しかし実際は
逆で、パウロはすべてを持っていた。その人
がこう言うのですから、よっぽどのことです。 
 

４ パウロの救いの経験 
 何がいったいパウロをここまで変えてた
のでしょう。 
 パウロもイエスに出会う前は、世の人たち
とまったく同じ生き方を目指していた人で
した。自分の家柄を誇り、人よりも優れた知
性を密かに誇っていたはずです。これからの
パリサイ派を背負って立つのは自分しかい
ないというプライドもあった。それがキリス
ト者を迫害していく原動力でした。 
 そんなパウロが、やはりキリスト者迫害の
ためダマスコに向かっていたときのことで
す。突然、天からの光が彼を照らし、パウロ
は地面に倒れてしまいます。そして主がこう
呼びかける声を聞きます。「サウロ、サウロ。
なぜわたしを迫害するのか。」パウロは戸惑
いながらこう問いかけます。「主よ。あなた
がどなたですか。」主は答えられます。「わた
しは、あなたが迫害しているイエスである。」 
 主のことばに注意してください。「なぜわ
たしの羊たちを迫害するのか」とは言ってい
ない。「なぜわたしを迫害するのか」です。
どういうことですか。キリスト者が迫害を受
け、拷問され、殺されていく。その時主は、
私たちと一緒に迫害を引き受けてくださっ
ている。私たちが苦しむとき、主も一緒にな
られて苦しんでくださっていると言ってい
るのです。 
 パウロは、自分では神を愛しているつもり
でした。キリスト者を根絶やしにすることこ
そが、神を熱心に愛することの証しなのだと
信じていました。ところがなんと、パウロは、
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「あなたは神を苦しませている」と言われて
しまったのです。主を苦しめたのですから、
パウロは神に対し罪を犯したことになる。主
の声を聞いたとき、パウロはそのことにはっ
と気がつかされました。パウロの目が見えな
くなったのも、それはもしかすると、自分が
犯した罪の大きさにショックを受けてし
まったためだったのかもしれません。 
 そのパウロのところにアナニヤが来て、手
を置き、こう言います。「兄弟サウロ。あな
たの来る途中、あなたに現れた主イエスが、
わたしを遣わされました。あなたが再び見え
るようになり、聖霊に満たされるためです。」
パウロの目がもう一度開かれました。このよ
うにして、パウロは自分の罪を知らされ、そ
の罪を主が赦してくださったことを味わっ
ていきます。 
 そして同時に大切なことを教えられまし
た。パウロが追い求めてきた三つのもの。す
なわちこの世の知恵、権力、身分、それは全
部神を苦しめてしまうものであった。神はど
んな者を選ばれたのか。なんと神に敵対して
いた自分を選ばれた。知恵があると誇ってい
ながら、実は神の前では愚かな者を選んでく
ださった。自分は強い者であると誇っていた
けれど、実は何の力もなかった弱い自分を選
んでくださった。すばらしい家柄を誇ってい
たけれど､主に出会ったとき、そんなものは
何の意味もない。自分は神の前で無に等ひと
しい者に過ぎなかった。そんな私を主は選ん
でくださった。 
 ですから、ここに書かれていることは頭で
書いているのではない。すべて、パウロ自身
が経験したことをそのまま書いているだけ
です。 
 

５ 最初の召しを思い出していく 
 パウロのように、奇蹟のような劇的な改心
をされるかたはほとんど希でしょう。多くの
方は、もう少し穏やかな方法で主の救いを確
信していきます。しかし、救われ方はいろい
ろ様々であっても、主の救いはただひとつで
す。主がどのような者を召してくださるのか。
時代が変わっても､神の召しは変わることは
ありません。私たちはこの世の愚かな者とし
て召された。私たちはこの世の弱い者として
召された。私たちはこの世の取るに足りない
者、見下されている者として選ばれた。 
 でもどうでしょうか。いつの間にか私たち
は忘れてしまってはいなかったでしょうか。
弱い者として召し出されたはずなのに、心の
どこかでこう思い始めるのです。「やっぱり
強くなければいけない。がんばらなければい
けない。弱い自分をみせるなんてとんでもな
いことだ。そんな恥ずかしいことできませ
ん。」 
 無理もありません。私たちは小さな時から
そんなふうに育てられてきました。弱くなれ
と言う親なんていません。男の子だから泣い
たらいけません。そう言われまして。あなた
は長女なんだからしっかりしなさい。そうも
言われてきた。気がつかないうちに､自分の
中にそんな生き方がしみついてしまってい
ます。キリスト者として歩むうちに、いつの
間にかそんな古い自分が顔を出してしまい
ます。 
 だからこそ、いつも思い起こしていきたい
のです。主はどんな者として私たちを召して
くれたのか。愚かな者として選んでくれた。
このことがどのような恵みになると思いま
すか。 
 こうなるのです。私たちが主の前に出ると
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きは、愚かでいいということになる。弱い者
として選んでくれたのですから、主の前では
弱い者でいい。見下されている者が選ばれた
のですから、神の前では見下されるような自
分でいいということになる。何も無理をする
必要はない。あなたのそのままの姿で主は迎
えてくださる。どうですか、こんな楽な話し
はないと思いませんか。主の前で重荷を下ろ
しなさいと語ってくださっているのは、そん
な意味ではないですか。 
 私たちは、この恵みを一緒に味わっていき
たい。愚かな者、弱い者、取るに足りない者
である私たちに、主がどんなにすばらしい救
いを与えてくださっていたのか、とも分かち
合っていきたい。新しい年度の歩み、そのよ
うな歩みであることを願っております。 
 


